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ウェーバ ー と比較社会学 .


















論 文 内 容 の 要 旨
1.著老は砕究生活の当初から、社会科学め方法論および認識論におけるウェーバーと受ルクスの
理論的関係を原理的に確認することに専心してきた。本論文は、そのウェーバー社会学の主要課
















第二章 ウェーバーとレーニソ 組織論 ・政党論 ・議会論をめく・って































ついで(1)ソビエ トの建設 と前衛党の確立による直接民主制の確立へと向か うレーニンの理論的根
拠、(2)党による代表制 と官僚制に対する レーニンの理論を詳述 した上で、これ らの問題に対する














たものである。 したがって、とくに社会主義論をめぐるマルクスの理論 と対比された限 りでのウ
ェーバー社会学の特性を踏 まえた上で、本論文の主題をとり扱 った ウェーバーの物象化論が展開
され ることになる。それが第二部である。ここでは、ウェーバーの主著 『経済と社会』および 『宗
教社会学論集』に依拠 しつつ、東西文化の比較を通 して近代の合理化としての物象化の解明がど
のように行われたのかが論証 される。
著者はまず 『経済 と社会』に含 まれているr法社会学』において、ウェーバ」が古今東西の法














で あった ことに及ぶ。他方、アジアでは主と.してイン ドと中国の法形成を例にと りながら、イン



















めの説明原理であ り、支配における物象化は このカ リスマ的支配との対比においてつかみとられ
たものだと理解する。
このような視点から、ウェーバーに依拠 しつつ均 リスマ的支配の特徴を明らかにするが、 とり
わけ著者は、㌃この支配の特定の英雄的 ・予言者的人物の存在と被支配者たちの自由な帰依による
支配の正当性の承認 という事実、したが って人 と人 との直接的 ・人格的関係に注目して、それを
基 軸 としつつゼ特定り人格から剥離 されたカ リスァの次代への継承と日常化を通トてカリスマが
、物象化される過程分析 こそウェーづ一理論の特徴だとみる(第二節),ついで伝統的支配につい
ては、家父長制的支配と家産制的支配の二典型におけるウェーバーの物象化論の論拠を解明し(第















第四章は、 ウェーバーの 『宗教社会学論集』のうち、 とくに 「プロテスタンティズムの倫理と
資本主義の精神」を中心に、近代の非人格的な経済原理を生み出す上でカルヴィニズムの宗教倫
理が果た した役割のなかに、『経済と社会』の 諸論文にみ られた物象化論 と同じ方向を見出そ う
とする。その論証は、第一にカルヴィニズムの 「予定説」が絶対的な神に対する卑小な人間とい
う構図の'もとに、社会関係を徹底的に非人格化 ・物象化するとい う帰結に導 くウ土一バーの方法
的独 自性が検討される(第一節)。第二に、この宗教倫理が資本主義的経済倫理 といかに適合的








・について、著者は彼が採用 した比較の要素を(1)地理的 ・風土的問題、(2)社会的 ・経済的組織、(3)


































で後者を前者で斬るとい う意味を帯やすい。近年、 ようや くウェーバー社会学の主題 もまた 「物象
化論」にあったことが指摘されは じめているが、しか し、 ウェーバーの主要な著作から時評的論文
にいたるまで、その広範な業績を物象化の視点から再評価するという徹底 した作業は、おそらく本
論文をもってその噛矢 とするであろう。しかも著者が、 とりわけ ウェーバ・一社会学にヨーロッパ対













著者がウェーバーに対 して最 も批判的な点は、ほかならぬ ウェーバーの物象化論を可能にさせた


























大衆のものになれぽなるほど、組 織的 ・合理的な技術にまで合理化 ・物象化されること、それがな
ぜかなくなりて他ではなかったのかとい うこどのウ土一バー的発想をめ く・って、著者はイ リイチに
も関説1している。すでに著者にはrイ ギ リスの文化と生涯教育』(人間の科学社、1983年刊)と い
う著作があ り、滞英中ケソブリッジの夜間学校について実施 した調査報告をもとに、イギ リスの成
人教育に関する研究を公刊 している。ウ土一バーに直接かかわらないが、東西文化比較についての
ウェーバrか らの示唆をそこに見ることができるであろう。
社会科学の巨人 ウェーバ白を新たな視点か ら見直す ことそれ自体が難事であるぼか りではなく、
内外のウェーバー研究も彪大な量に達するが、著者は最新の研究成果にもよく精通 している。本論
文を含む一連の著書 ・論文によって、著者は年来の研究課題である教育 ・文化現象の東西比較研究
に資する基礎を理論的にようや く固めえたものと信ずる。
よって、教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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